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§１．研究実施体制  

 
（１）「京大環境質予見」グループ 

① 研究代表者：田中 宏明 （京都大学工学研究科、教授） 
② 研究項目 

・微量物質のモニタリング手法の確立 
・ウイルス処理性能評価手法の確立 
・水利用システムのリスク物質のモニタリングとその制御と評価 
・間接的な再利用でのリスク物質の挙動解明 

 
（２）「京大環境質管理」グループ 

① 主たる共同研究者：清水 芳久 （京都大学工学研究科、教授） 
② 研究項目 

・NOM 構成成分の想定 
・水環境中 NOM の抽出・分析 
・有機物分画による水環境中 NOM、ファウリング原因物質等の特性評価 
・ファウリング原因物質、消毒副生成物前駆物質の同定 
・生物蓄積性・毒性緩和影響等の評価 

 
（３）「東レ」グループ 
① 主たる共同研究者：高畠 寛生 （東レ株式会社地球環境研究所、主任研究員） 
② 研究項目 

・技術開発基本方針の決定 
・基本技術の開発 

H25 年度 

実績報告 



 

 

・実証試験による事業性の評価 
（４）「メタウォーター」グループ 

① 主たる共同研究者：加藤 康弘 （事業戦略本部 R&D センター新事業開発部新事業技術開

発グループ、マネージャー） 
②研究項目 

・オゾン処理、促進酸化処理、無機膜処理を組み合わせた新しい水処理技術の開発 
・下水処理水、流入水を対象とした微量化学物質除去性、消毒効果の評価 
・ベンチスケール実験によるオゾン前処理効果の検証 

 
（５）「国土技術政策総合研究所」グループ 
①研究分担グループ長：高島 英二郎(下水道研究部部長) 
②研究項目 

・再生水システムのエネルギー評価 
   ・再生水システムにおけるエネルギー消費、ライフサイクルCO2と水質、リスクについての総合

的評価 
 
（６）「土木研究所」グループ 
①主たる共同研究者：鈴木 穣 （材料資源研究グループ、グループ長） 
②研究項目 
・水中の病原微生物濃度モニタリング 
・水の衛生学的評価と管理手法の提案 
・バイオアッセイによるモニタリング 
・水生生物への影響評価 

 
（７）「京大日中センター」グループ 
①主たる共同研究者：水野 忠雄 (京都大学大学院工学研究科、講師) 
②研究項目 

・下水二次処理水を対象とした凝集・膜処理プロセスにおける処理性能に関する調査 
・深圳市を中心とした中国華南地区の水利用・地域情報に関する情報収集 
・浄水水源となる河川水の定期水質調査 
・中国の水環境および上下水道に関わる法律、規制に関する調査 

 
（８） 「京大地球環境学堂」グループ 

① 主たる共同研究者：田中 周平 （京都大学大学院地球環境学堂、准教授） 
② 研究項目 
・循環システム調査と水処理技術の適用の検討 
・水循環系における化学物質調査 
・新水処理技術における除去効果の検討 



 

 

§２．研究実施の概要  
 

世界的な水不足が問題視される中、21 世紀型都市水循環系の構築のための水再生技術の開

発と評価に向け、H25 年度は以下に示す研究を実施した。 
 
① 膜、オゾン、促進酸化処理（AOP）を活用した水処理技術の開発と多面的な機能評価 

開発した水処理技術の微量化学物質や病原微生物、天然有機物（NOM）の除去性能、ヒ

トや生態系へのリスク評価、毒性と消費エネルギーの低減効果の評価を実施した。特に

沖縄県では、カリフォルニア Title22 で規定された技術の衛生学的機能を満たしつつ、

エネルギー消費量を削減することができる水再生技術を開発した。本技術開発が契機と

なり、日本初となる再生水による畑地灌漑事業の実施調査が沖縄県で始まるなど、実装

化へ大きな進展が見られた。また、下水処理水に対して有機膜または無機膜を組み合わ

せた処理技術を適用し、再生水を都市用水用途に展開させる技術開発とともに、本技術

を下水処理場での最初沈澱池越流水処理へ適用するという世界初の技術開発も行って

いる。 
 
② NOMの果たすファウリングと副生成要因の類型化とリスク要因の阻止性の解明 

有機物分画技術を確立し、チーム内外から得られた水試料中のNOMの特性評価を行った。そ

の結果、下水二次処理水のUF膜ろ過処理では比較的低分子の疎水性有機酸（フルボ酸等）

が主な膜ファウリング原因物質であることが示された。従来、低圧膜ろ過（MF、UF）におけるフ

ァウリング原因物質として考えられてきた多糖類やタンパク質等のバイオポリマーは、本研究で

はUF膜によって排除されるものの逆洗や薬品洗浄工程でUF膜から洗浄除去されることが明ら

かとなった。また、凝集沈殿処理を組み合わせることにより、膜ファウリングを長期的に抑制

できる可能性が示された。 
 
③ 再生水利用リスクならびにエネルギー使用量を考慮した都市水利用システムの検討 

再生水の利用用途として農業利用を想定し、農産物消費者に対して、ノロウイルスを対象に定

量的微生物リスク評価を行った。また、化学物質のバイオモニタリング手法を提示した。再生水

の農業利用と都市利用を想定し、エネルギー消費量を試算し、従来システムとの比較を試みた。

中国南部地域の下水処理場での膜処理実験や、べトナム・ダナン市での水利用実態調査や膜

処理実験を行った。また、再生水の利用用途ごとの病原微生物と化学物質の安全性評価方法

を体系化し、北東アジア規格フォーラムでの再生水のリスク基準の策定や ISOTC282 の発足と

日本の幹事国入りなどの再生水の規格策定に大きな役割を果たした。 
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